
                                      （一般質問） 

※二重線は、分割方式を選択した場合の分割箇所を示すものです。

質問日   令和５年３月７日（火） 質問方式 分割方式 

質問順位 ４ 会派名 自由民主党浜松 議席番号 44 氏名 和久田 哲男 

表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

１ 国営農業水利施設

について 

２ 土地利用及び企業

立地について 

３ 生物多様性の今後

について 

４ 避難所運営につい

 て 

国営農業水利施設は、農業だけでなく水道・工業用

水との共同施設となっており、地域住民の生活や産業

振興にとっても重要なライフラインとなっている。 

そこで、以下２点について伺う。 

(1) ３つの国営農業水利施設の現状と、二期事業の進捗

状況を伺う。 

(2) 国営事業の重要性と、事業の採択や予算確保に対す

る市の対応状況を伺う。 

本市は「ものづくりのまち」として発展してきてお

り、大企業をはじめ中小企業においても新たな技術開

発により規模拡大を図っているが、安定した経済活動

を進めるには新たな企業用地が必要と考える。 

そこで、以下２点について伺う。 

(1) 現在の企業の動向を伺う。 

(2) 新たな企業用地が必要と思うが、市の考えを伺う。 

本市では、生物多様性の保全と持続可能な利用に向

け、2013年３月に生物多様性はままつ戦略を策定し、

2018年度には改定を行い、市民・団体・企業とともに

取組を推進してきた。そして、生態系を保全していく

ためには、引き続き外来生物の対策が必要である。 

そこで、以下２点について伺う。 

(1) 生物多様性はままつ戦略2018は、本年度が目標年度

となるが、その総括と次期戦略の方針を伺う。 

(2) はままつ戦略で重点プロジェクトとしている外来生

物対策のうち、クリハラリスについては2020年度から

本格的に対策を開始したが、その現状と今後の課題を

伺う。 

災害時において円滑に避難所運営を行うため、地域

と行政がともに日頃から備えをしているところではあ

るが、いざというときに困ることがないよう、より実

効性の高い備えを十分に考えておく必要がある。 

そこで、以下３点について伺う。 

(1) 災害時における避難所運営を考えるＨＵＧ訓練は有

効であると考えるが、訓練の実施状況と課題を伺う。 

(2) 避難所で必要となる市の備蓄資機材の考え方や、現

在の備蓄状況・課題を伺う。 

(3) 避難所におけるプライバシー確保や感染症対策のた

め、市の備蓄資機材に段ボールパーテーションがある
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５ 移住促進について

６ ＵＩＪターン就職

支援について 

７ はたちの集いにつ

いて 

８ 都市計画道路の整

備及び舘山寺街道の

安全対策について 

９ 二級河川九領川

の整備状況と今後

の取組について 

が、保管場所と保管状況を伺う。 

新型コロナウイルス感染症もいまだ終息までに至っ

ていない状況にあるが、ウィズコロナを見据えた取組

も重要になる。移住を進めるに当たり、生活基盤や受

入先の理解等が重要であると考える。 

  そこで、以下２点について伺う。 

(1) 移住施策のこれまでの実績と課題について伺う。 

(2) 移住促進に向けた今後の取組を伺う。 

高校を卒業後、多くの若者が市外の大学へ進学して

いるが、これらの若者を地域産業の人材としていかに

獲得できるかが重要である。本市は、浜松就職準備フ

ェアの開催や、浜松就職・転職ナビ「ＪＯＢはま!」を

運営し、市内企業も人材確保に向け様々な取組をして

いるが、地域の産業人材獲得のため、官民連携で取り

組んでいく必要があると考える。 

そこで、本市のＵＩＪターン就職促進の取組状況と

今後について伺う。 

民法の改正により、成人年齢が18歳に引き下げられ、

これまでの成人式を今年から「はたちの集い」として

開催した。「はたちの集い」は、中学を卒業してから久

しぶりに同級生と再会する場であったり、市外への進

学者や就職者にとっては本市に帰る機会となったりし

ている。 

そこで、はたちの集いの開催状況を伺う。 

都市計画道路植松伊左地線は、以前、浜松中心部に

向かう車両による渋滞が起きていたが、数年前からは

西に向かう車両が多くなり、朝の通勤時間帯には渋滞

により動きが取れない状況にある。そうした中、都市

計画道路植松伊左地線期成同盟会は、昨年12月に整備

の事業化に向けた要望書を市長に提出した。 

  そこで、以下２点について伺う。 

(1) 都市計画道路植松伊左地線（西山町～伊左地町）の

見直しの状況について伺う。 

(2) 市道神ヶ谷西山線と舘山寺街道との交差点の改良

と、舘山寺街道の安全確保について、現状と対応状況

を伺う。 

都田川水系の二級河川九領川は、現在下流側から川

幅を広げる改修工事を進めているが、計画区間である

県道宇布見浜松線までの完成には、まだ20年近くの期

間がかかるのではないかと思われる。また、昨年の豪

雨では計画区間だけでなく、さらに上流部の小河川や
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排水路の氾濫による浸水被害も確認された。 

 そこで、以下３点について伺う。 

(1) 九領川における河川改修の進捗状況について伺う。 

(2) 昨年７月26日の集中豪雨における河川氾濫の発生状

況と浸水被害について伺う。 

(3) 豪雨被害を踏まえ、今後の河川の改修計画や流域全

体の浸水対策にどのように生かしていくのか伺う。 


